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ペンチ等（ラジオペンチ・プライヤー）の使い方
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正しい使い方（写真②）
１．線材等を曲げるときは、構造上痛みにくい時計回り方向へ曲げる。
２．切断したものが飛び散ることがあるので、防護メガネを着用する。
　　また作業中は、まわりに人を近づけない。
３．刃部は鋭利になっているので指や手を当てない。
４．開いた口先に指や手を挟まない。

仮置き（写真③）
　作業を中断するときは、口先を必ず閉じて、作業台から落ちないと
ころに置く。

悪い使い方（写真④）
１．ペンチをハンマー代わりやてこ代わりに使用しないこと。変形し

て使いにくくなる。
２．太い鋼線を切断するためにたたいたり、ハンマーで打つなど強い

衝撃を与えない。
３．非絶縁工具であるので、通電しているものには使用しない。

保管
１．ウエスやブラシで丁寧に清掃する。
２．ピンジョイント部（稼動部）に注油する。　

③口先を開いたまま放置しない。

①ペンチなど

②線材の曲げ加工

④ハンマーでたたかない。

整理番号－ A-08
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整理番号－ A-09ハンマーの使い方

正しい使い方
●使用前（写真①）
１．ハンマー頭部に「カケ」「ヒビ」「ワレ」「カエリ」など、亀裂が
　ないことを確認する。亀裂があれば使用しない。

２．柄がぐらついていないことを確認する。
　ぐらついていれば使用しない。

３．ハンマーを振るときは、後ろや周りに人がいないことを確認する。

●使用中（写真②、③）
１．打撃物に対してハンマー面を直角に打ちつける。

２．ハンマーで物を割るときは、破片が飛び散るので周りに人を近づ
けない。作業者は防護メガネ及び防塵マスクをかける。

　
３．釘等を打ち損じて、釘を飛散させる恐れがあるので周りに人を近

づけない。

　（使用説明書参照）

悪い使い方（写真④）
　打撃物に対してハンマー面を斜めに打ちつけないようにする。

保　管
１．ハンマーをウエス等でていねいに清掃する。　

２．ハンマー頭部に「カケ」「ヒビ」「ワレ」「カエリ」等が無いこと
を確認する。亀裂等があれば使用しない。

３．柄がぐらついていないか確認する。　　

①使用前の点検

②ハンマーを直角に打つ

③物を割るとき

④ハンマーが斜めになっている



安
全
管
理

状　況（姿勢・体位）	その他 	 使い方、作業中の仮置き、保管、その他

1-11安全管理

ホッチキス（ステープラ）の使い方

正しい使い方（写真①、②、③）

１．針の装填は、針が指などに刺さらないように確実に行い、無理に
　多量の針を装填しない。

２．綴じる方向は指や手でさわる頻度の少ないほうを針先側にする。
　　一般に裏側（内側）に針先がくるようにする。

３．閉じた針を外すときは跳ね返らないように慎重に行う。
　　まず裏面の針の折り返し部を立てた後、表面で取り外しを行う。

　（使用説明書参照）

注　意（写真④）
　紙を綴じたり本体を開閉したりする際、針でケガをしたり、指を挟
まないようにする。

（ホッチキスの開口部には指や手を入れない）
（注）「ホッチキス」は JIS（日本工業規格）表記では「ステープラ」
と呼びます。「ホッチキス」は 2006 年まで文房具分野において商標
登録されており、現在でも一部分野において商標登録されています。

②資料を閉じる

④開口部には指や手を入れない

①針の装填

整理番号－ A-10

③



安
全
管
理

状　況（姿勢・体位）	その他 	 使い方、作業中の仮置き、保管、その他

1-12安全管理

整理番号－ A-11工作用接着剤の使い方

正しい使い方（写真①、②）
工作用接着剤
１�．開封時に液が出ることがあるので、本体チューブを圧迫せずに、

慎重に開ける。

２．有機溶剤を含んでいて有害なので、部屋の換気をよくすると同時
に溶剤を吸わないようにする。（身体を風上に置く）

３．皮膚につかないようにする。

４．拭き取り用ウエスを準備する。

５．火気のある場所では使用しない。

６．衣服についたときは、すぐに塗料うすめ液やベンジンで拭き取る。
　（色落ちすることがある）

７．使用しないときは必ずキャップを閉め、冷暗所に保管する。

　（個別の使用説明書参照）

緊急処置（写真③）
１．目やのどに刺激を感じたり、気分が悪くなったら、空気の新鮮な

場所に移動し安静にする。必要に応じて医師の診察を受ける。

２．皮膚についたときにはすぐに拭き取り、石鹸と水でよく洗い流す。

作業中の仮置き、保管及び廃棄（写真④）
１．使用後はチューブの口をきれいにして、キャップをよくしめる。

直射日光を避け涼しい場所で保管する。

２．中身を使い切ってから捨てる。

①商品の例

②塗布のしかた

③皮膚についたときはすぐ洗浄

④使用後の保管
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正しい使い方（写真①　②　③）
セロハンテープの場合
１．貼る面のほこり、油分、水分などをよく拭き取る。

２．必要な長さを引き出し、切断する。
　引っ張りすぎると貼った後、縮むので注意する。

３．長い場合はよじれたり、絡んだりしないように両手で持つ。

　（使用説明書参照）

注　意（写真④）
１．カッターの刃には十分注意する。

２．人体には直接貼らない。

３．セロハンテープは電気絶縁用には使用しない。

＊ビニールテープも絶縁用に使うときは、絶縁用であることを確認
して使用する。

４．感熱紙、ノーカーボン紙、青焼きコピーに貼りつけた場合、文字
が消えることがあるので気をつける。

無駄にしない
　貼る長さを確認し、無駄の無いように貼る。

保　管　
１．保管場所は直射日光を避ける。

２．長期間保存するものには貼らない。時間がたつと劣化する。

④カッターの刃に注意

①セロハンテープ
　ビニールテープ

②切断のしかた

整理番号－ A-12

③

セロハンテープ（ビニールテープ）の使い方
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整理番号－ A-13彫刻刀の使い方

正しい使い方（写真①、②）
●使用前
１．柄と刃がぐらついていないかを確認する。
　ぐらついている場合は使用しない。
２．破損したり、変形しているものは使用しない。

●使用中
１．版木をおさえる手は、進んでいく刃の後方に置く。
　（クランプやバイスで固定するのが望ましい）
２．彫刻刀を版木に掘り込んだまま、絶対に上に跳ね上げない。
　刃こぼれや彫刻刀が折れることがあり、たいへん危険である。
３．深く堀りたいときは、浅彫りを繰り返す。

　（使用説明書参照）

作業中の仮置き（写真③）
　作業を中断するときは、刃先にケースやカバーを取りつけ、作業台
などからころがり落ちないように空箱等に入れる。

悪い使い方（写真④）
　版木をおさえる手は、進んでいく刃の前には絶対に置かない。

注　意
１．一度に深彫りしない。

２．刃を跳ね上げない。

３．用途に合ったものを使う。

保　管（写真⑤）
１．刃先の切粉を取り除く。

２．刃先が水にぬれているときは、ウエス等でよく拭き取り、薄く油
　を塗布する。
　（さび等を防ぎ長持ちさせ、次に使う準備をしておく）

３．刃先にはキャップを取りつけ、必ずケースやカバー等に入れて保
管する。

⑤ケースやカバーに入れて保管

①使用前の点検

③仮置き

②使用中

④刃先の前に手を置かない
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絵を見てどこが危険か考えよう！（１）
危険予知訓練（ＫＹＴ）参考資料

工作を始めるところ（子ども会 KYT シート№ 12）

●危険のポイント●
　リーダーの立場で説明に注
意を集中してしまうと、周囲
の子どもたちがそれぞれどん
な行動をしているか、観察が
おろそかになりがちです。説
明をしながらも危険な行動に
目を光らせることがたいせつ
です。

　子どもに気づいて欲しい点
◎１　説明をよく聞いて、ふ

ざけないこと。
◎２　いつの場合も、整理整

頓が安全確保の第一歩だ！
ということ。

◎３　道具は正しく使う。
○４　椅子の使い方にも注意

を向ける。

●ワンポイントアドバイス●
“今の子はナニができない、カニができない” と、手わざのできないことが問題になっています。それ

だけに活動の中に積極的に取り入れたいプログラムですが、気をつけたいことも数多くあります。

・道具を使いこなせる技術は年齢の高い低いではなく、経験の度合いなので、「○年生ならこのくらい
はできるだろう」と思いこまないこと。

・「できるよ」といっても、その程度は不確実なので、あまりあてにしないこと。
・やさしいことから徐々に水準をあげていくようにする。
・子どもの注意力を喚起させて、その行動をよく観察していること。
・道具の正しい使い方と、こ

・
れ
・

だ
・

け
・

は
・

といったルールを守らせる。

　このシートで事前に子どもに危険行為を発見させ、どうしたらよいか考えさせてください。

（社団法人全国子ども会連合会「子ども会 KYT」より）
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●ワンポイントアドバイス●

・道具や材料の “整理整頓” は安全確保の第一歩です。日常的に活動前に習慣づけるようにしたいもの
です。

・大人数で活動を一斉に行う場合は、注意をよく聞いていない子どもや、夢中になりやすい子どもが出
てきます。危険行動のないように全員に目を配るようにします。

・竹細工では、そぎ落としを指に突き刺すケースも多いので気をつけましょう。

（社団法人全国子ども会連合会「子ども会 KYT」より）

絵を見てどこが危険か考えよう！（２）
危険予知訓練（ＫＹＴ）参考資料

「竹トンボを作っているところ」（子ども会 KYT シート№ 19）

●危険のポイント●
◎１　Ａ君の左指がナイフの前に

出ているので、切れてしまう。
◎２　Ｃ君がナイフを使っている

すぐ前にＢ君がのぞき込んでい
るので、Ｃ君の手元が勢い余っ
て、Ｂ君を傷つける。

○３　Ｂ君の椅子がひっくり返っ
て、Ｂ君が机でケガをする。

○４　キリなどの道具が箱から出
ているので、子どもが動いて突
き刺さる。

○５　竹の材料が床の上に置きっ
放しになっているので、子ども
が踏んで転ぶ。

○６　Ｄ君の竹を持つ手が不安定
なので、ケガをする。

○７　机の上に刃を出したままの
ナイフが置きっ放しになってい
るので、ケガをする。
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絵を見てどこが危険か考えよう！（３）
危険予知訓練（ＫＹＴ）参考資料

ナイフの使い方（子ども会 KYT シート№ 20）

●危険のポイント●

◎１　右手の親指をナイフの
峰に当てているので、力が
余って刃が折りたたまれ、
ほかの指を傷つける。

◎２　左手の人差し指がナイ
フの前に出ているので、切
る。

○３　左手の材料の持ち方が
不確実なので、ナイフの手
元がくるってケガをする。

●ワンポイントアドバイス●
・「切れない刃物がよく切れる」といいます。手入れの悪い切れない刃物は、無理な力を入れなければ

ならないので、手元がくるいやすく、ケガをしやすくなります。余計な力が入っているだけに傷も深
くなるということです。

・「刃先に指を出さない」「材料をしっかり固定する」は、刃物使いの一般に言えることです。
・子どもは昔に比べて経験不足ですから、使う前に “正しい刃物の使い方” を実際に実演して見せるこ

とがたいせつです。
・「刃物は投げない」「置きっ放しにしない」が原則です。

（社団法人全国子ども会連合会「子ども会 KYT」より）
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